
 

 

 

 

～ 一 
～都立一般入試まで 

今日から待ったなしの２４４日間です！！～ 

 先週テストも無事に終わり、今週はその答案がみんなの手元に返ってきていることと思います。頑張ったにも

かかわらず不本意な結果に終わった人も多かったことでしょう。１回のテストで評価が決まるものではありませ

んが、最初に満足のいく点数が取れなかった人は、挽回するためにそれ以上に努力しなければなりません。 

これから本格化する「自分の道探し」のことを考えると、いつも以上に重たい気持ちで過ごしている人も多い

と思います。２４４日というのは、都立の一般入試の日（２月２１日）までの日数です。みなさんにとっては長

く感じられますか。それとも短いと思いますか。 

 今日からは「進路選択」という言葉から逃げようのない毎日が続きます。しかし、不安ばかり抱いていても物

事は進みません。‘毎日の積み重ね’こそが大切であり、それを継続していくことが目標達成の近道なのです。

「一日一日を大切に過ごす」ことを心がけて、頑張っていきましょう。 

～志望校選定のために～  

テストは終わりましたが、夏休みまでまだ１か月あります。夏休みを前にして浮かれている場合ではありませ

んね。本日６月２３日（金）に「進路希望調査」を配布します。提出し、締め切りは次の週の６月３０日（金）

となっています。この冊子を見ると、いよいよ進路選択の時期が近づいてきた感じがします。修学旅行を控えて

いますが、みなさんの目標も「入試」に絞られてきました。夏休みには自分の目標とする学校を含め、様々な高

校を見学してほしいと思います。いろいろな高校を見て進路選択の参考にしてください。自分の将来と入学後の

生活を考えて、自分自身はもちろん、周囲の人も納得する進路決定をしなくてはなりません。志望校を決めるに

あたって、ポイントとなる事柄をいくつか挙げてみました。 

  ◇高校のタイプを決める◇      ◇自分の適性に合った高校を選ぶ◇ 

   １ 普通科か専門学科か       ４ 学力に合っているか 

   ２ 公立高校か私立高校か      ５ 通学環境・地域環境は適しているか 

   ３ 男女共学か別学か        ６ 校風が自分に合っているか 

１、普通科か専門学科か 

  高校から大学へ進学するのであれば、普通科の高校を選んだ方がよいでしょう。普通科は一般教科を中心と

したカリキュラムが組まれているため、将来何になりたいかまだ決まっていない人や、大学受験を考えている

人には適しているといえます。大学受験のためのカリキュラムが組まれており、文系・理系に分かれたり、進

学別コース制を取り入れたり、進学相談を行ったりして進学指導に力を入れています。高校から社会に出て働

くのであれば、専門知識を学び、資格取得の機会が与えられる専門学科を選んでもいいでしょう。学科によっ

ては、在学中に資格が得られるため、関連業界への就職が有利になります。最近では専門学科が相当細かく分

かれているので、自分がどういう職種につきたいのかがはっきりしていなければ、志望の学科は決められませ

ん。自分の適性をよく考え、じっくり検討する必要があります。 

２、公立高校か私立高校か 

  公立高校は、教育方針や教育内容は標準的です。一方、私立高校は設立者の建学精神があり、これに基づい

た教育方針を持っていて、個性あふれる学校教育を行ってます。校風や規律も学校によって異なり、比較的自

由な公立高校に比べると、校則の厳しい学校が多くあります。私立高校で最近人気の高い学校は「大学付属高

校」です。これらの高校では系列の大学への進学が優遇されています。 

３、男女共学か別学か 

  公立高校は一部を除き、基本的には共学です。逆に私立高校は男女別学制をとっているところが少なくあり 
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ません。男女共学・別学にはそれぞれのよさがあります。自分自身の性格を考えて判断した方がいいと思いま

す。 

４、自分の学力に合っているか 

  高校の勉強は一段と難しくなるので、自分から進んで学習しなければなりません。大事なことは、自分の学

力を正しく知ることです。そしてそれぞれに合った志望校選びをする必要があります。自分の成績の動向を正

しくつかんでおきましょう。 

５、通学環境・地域環境 

  高校の所在地が遠すぎたり、地域環境が自分に合わなかったりしたのでは、充実した高校生活を送ることは

できません。片道２時間かかるようでは困りますね。何度か行ってみて、３年間安心して通学できるかどうか

を確認しましょう。 

６、校風が合っているか 

  特に、私立高校を選ぶのであれば、その教育方針を知っておく必要があります。例えば、特定の宗教の理念

に基づいて設立した高校は、それに関わる行事があります。しつけに厳しかったり、その高校独自の伝統や校

風があります。資料を取り寄せたり、先輩がいたら話を聞いたり、高校訪問をしたりして、詳しく調べてみま

しょう。 

 

～「日本のしらべ」を鑑賞しました ～ 

今週火曜日に、「日本のしらべ」という行事が行われました。江戸川邦楽邦舞の会、東都 

葛西囃子睦会の皆さんが来校して、日本の伝統的な音楽や舞踊を披露してくださいました。 

この東葛西中学校では、平成１８年から行われており、出演者の名前が書かれた色紙が校長室の前に貼られて

います。最近はコロナの影響でできなかったようで、この前行われたのは平成３０年（２０１８年）の１０月 

２５日となっていました。ということは、この学校では５年ぶりの開催となるわけです。日本の伝統文化に触れ

る機会はめったにありません。この機会に日本の伝統的な楽器や踊りを経験することも大事なことです。 

今回３年生の生徒が４人、代表で琴と日本舞踊を体験しました。 

       ～体験してみた感想～ 

・足で大きく音をならすために、腰を下げて足を垂直に落とすことがむずかしかった。うまくできたときの 

足の感覚がおもしろく、良い経験ができた。（日本舞踊）  

・中が空洞で弦が付いているところがウクレレに似ているが、音色が他の楽器と全く異なっていたのが興味

深かった。（琴）  

・一緒に練習してみましたが、日本舞踊の身振り・手振りがむずかしかった。しかしながら、初めての体験

でとても楽しい時間が過ごせました。（日本舞踊）  

・日本舞踊の基礎を学ぶことができてよかった。踊りのリズム、手拍子、足拍子を学習し、上手くできなか

ったが、楽しかった。（日本舞踊） 

 

 

日 曜 週 学校行事等 １ ２ ３ ４ 給食 ５ ６ 

６/２６ 月 

Ａ 

週 

放送朝礼、水泳指導始 

４５分授業、①カット、再登校１６：００～ 

② ③ ④ ⑤ 〇 ⑥ 
 

６/２７ 火  ① ② ③ ④ ○ ⑤ 読 

６/２８ 水 ４５分授業、③カット、再登校１６：００～ ① ② ④ ⑤  〇   

６/２９ 木 
 

① ② ③ ④  ○ ⑤ 総 

６/３０ 金 進路希望調査締切、週番引継 道 ② ③ ④  ○ ⑤ ⑥ 


